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丸山玄太 Genta MARUYAMA

トポス高地 H.R 2014 08

「相転移」

丸山玄太Genta Maruyama

undergarden.com

1982 年生まれ

2004 ビジュアルエコー” DOGS” / 玄照寺 / 小布施
2005 ビジュアルエコー” 踊る蛹” / 玄照寺 / 小布施
2007 ビジュアルエコー” クオーツ” / オブセコンテンポラリー / 小布施
2007 ビジュアルエコー” メモリーズー機能としての映像” / オブセコンテンポラリー / 小布施
2011 Black & light / 軽井沢
2011 TOPOS 02 / ギャラリー花蔵・アートスペース FLAT FILE
2012 Genta Maruyama Photo 69
2013 TOPOS Highland / アリコ・ルージュ
2013 オブセオルタナティブ / おぶせミュージアム中島千波館 木造館
2014 TOPOS Highland / アリコ・ルージュ

生きる気力を失った。理由など無い。昨日を振り返るのも、明日を見るのも、その意味を失ってしまった。一繋がりの時間の中で、過去にも未来
にも生きる意味を失って、今を積極的に生きる理由など見つけられはしない。かといって死を選ぶ理由もない。認識の埒外の気楽さに期待をしな
いではないが、それを確認する方途はなく、幻想に浸ることもできない。だから、老人がそうするように、今の生をただ延長させている。何にも
理由がないから今をただ延長させるだけである。
　この状態を、生、と言えるだろうか。死とは異なるのであるから、やはり生ではあるのだろう。だが、死者が何に対しても無反応である、つま
り何をも認識をしないという意味において、この状態は死と変わりはしない。つまり、死者のように生きている、のであり、これは、生と死とい
う対照の併置が可能であることを指し示している。
　我々の認識は、あらゆる事物を二元論的に扱う。形而上学的認識は、生と死のように、自然から神、人へとその対象を変えながら、それとこれ、
という差異の認識に基づいた文化を発展させてきた（カーマインとそれ以外というような）。言い換えれば、差異に対する認識を強化してきた。そ
れは、自然淘汰という原理の中で、脆弱な人類が社会を形成するために必要であった手段、選択した手段といえる。その結果、あらゆる生物・資
源を駆逐しながら、人口七〇億という世界を現在形成するに至っている。
　では、認識以前（原始社会以前）はどうだったのだろうか。生と死を認識しない（選択しない）ということは、先にも述べた通り、死者のよう
に生きる、ということだ。これはあまりに消極的過ぎるであろうか。認識とは無関係に、地球は回り、空腹はおとずれ、眠りに落ちる。生は知ら
ずに与えられ、生そのものが生の基盤となる。しかし、差異を認識をしない限り、すべての価値は等しい。生も死も、神も人も、これもそれもあれも。
すべての価値が同等であるなら、裏を返せばすべては無価値であるということでもある。したがって、私たちが獲得し強化してきた差異の認識は、
無価値の認識からの逃避、とも言えるのではないだろうか。
　このことは、だからこそ人類は社会を形成してきたという自己矛盾を孕んでもいる。しかしながら、認識を強化してきたことは間違いない。こ
れは円環運動ではなく、前時代の認識を改良、改革することによって無価値から徐々に遠ざろうとする螺旋運動である。だがしかし、遠ざかって
いるつもりで、実は近づいてしまっている。
　現代国家の殆どがベンサムを創始者とする功利主義を基本理念とした社会体制をとる。無論、この国も民主主義という政治思想だ。「正しい行為
や政策は最大多数の最大幸福をもたらす」という原理は、最大幸福は正しいとも言え、この正しさは、法治国家であることから規則にある。だが、
規則とは個々人の安全を担保にした幻想である。正しさの尺度など立場によって反転することは人類の歴史がそのまま示してきた。また、現代の
ように多様化した社会においての幸福の共有は、欲するものが多種多様である以上、少ない。あるいは無い。そのために、ヒエラルキーにおける
管理者は現実を小出しに提示し、幻想的未来像を提出する。
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A4 sheet ￥2,000 / in frame ￥8,000
A3 sheet ￥4,000 / in frame ￥12,000


